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『横浜ゴムと共に進化した 19 号車！国内初優勝！最高！』 
 

 

シリーズ名：2023 AUTOBACS SUPER GT シリーズ 

大会名：2023 AUTOBACS SUPER GT Rd.3 「SUZUKA GT450km RACE」 

レース距離：1 周 5.807km×77 周（447.1km） 

6 月 3 日（土）天候：晴／路面：ドライ 

6 月 4 日（日）天候：晴／路面：ドライ  

 

6 月 3 日（土） 

公式予選：GT500 クラス 2 位：1:44.679 

台風一過の晴れ渡った鈴鹿サーキットで行われる 

第 3 戦。 

19 号車は去年の鈴鹿（Rd.3）で、国本選手 

ドライブにてポール、そしてコースレコード（1:44.112） 

を樹立しており、それを更新することが出来るか。 

午前中の公式練習では、混走時間帯の序盤、 

トップのタイムを出していたが、その後は予選・ 

決勝を見据えたチェックに専念し、公式練習では 

1:46.257 と 10 位のタイムとなる。 

土曜日のレーススケジュール変更のため、 
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予選開始が２０分遅くなった予選。 

Q1 のアタックドライバーは阪口選手。開始直後に 

ほとんどの車がコースに入っていったが、ミシュランと 

ヨコハマタイヤ勢 4 台とその他 1 台が残り、遅い 

コースインを狙う。19 号車はその遅いグループの中の 

後半、残り 5 分半でピットアウト。2 周周回し、 

残り 40 秒で暫定 15 番手から一発勝負での 

アタックに入った阪口選手は、それまで同じヨコハマ 

ユーザーである 24 号車のトップタイムを 0.077 秒 

上回る 1:44.366 を出し、Q1 トップとなった。 

Q1 の結果は 19-24-17-16-39-36-1-100- 

（以上 Q1 通過）-23-64-14-8-3-37-38。 

Q2 は国本選手がアタックとなる。Q2 も Q1 と 

同じようにブリジストンタイヤを履いた陣営が 

Q2 開始直後にコースイン、ヨコハマタイヤ陣営の 

2 台がレイトアタックという形となり、残り 5 分で 

2 台のヨコハマタイヤ勢がコースイン、他の車が 

アタックに入る中、ゆっくりと周回を重ね、 

残り 40 秒でアタックに入る。アタックに入ると 

暫定トップのタイムを S1、S2 区間で 0.1 秒以上 

上回るペースで周回するものの S3 で 0.1 秒遅れ、 

それを挽回出来ずにチェッカーとなり、1:44.679 と 

暫定 2 位。その後、24 号車がトップに躍り出て 

そのままチェッカー。19 号車は 3 位にて Q2 を 

終えることとなった。 

Q2 の結果は 24-36-19-100-1-39-16-17。 

 

※その後の車検にて、24 号車に違反があったため予選の全タイムが抹消されたことで、19 号車の順

位は 1 つ繰り上がり、2 位となった。  
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予選コメント 

【坂東監督】 

『フリー走行を考えると上出来の結果です。昨年のデータがいきました。

ポールポジションのタイムも見えてましたがちょっとロスがありました。しかし

今年は予選よりレースの戦い方やタイヤの進化を見て欲しいので、もち

ろんポールの 1 点は欲しかったですが明日の大量得点を期待します。

今まで本当に数多くのフロントローからのスタートで茂木以外は順位を

下げた結果ばかりでした。苦手鈴鹿でどうやって戦うか？見ててくださ

い。』 

 

 

 

【国本選手】 

『予選三番手でした。ポールを狙えるくらいのポテンシャルはあったんで

すけれども、少し自分の中でうまく走れない部分があって、そこでのタイ

ムロスが響いて三番手になってしまいました。ポールは取れなかったです

けれど、悪くない位置からスタートできますので、明日取り返せるように

頑張ります。』 

 

※コメントは、順位が繰り上がる前のものです。 

 

 

 

【阪口選手】 

『今日は三番手ということで、Q1 担当してトップタイムで終われて Q2

の路面に合わせてセッティングを攻めたんですけれど、それがうまく合わな

い中でも耐えてアタックしてくださって、国本さんが Q2 で三番手を獲得

してくれました。明日いい位置からスタートできますし、前戦レースペー

スが遅くて苦戦した分そこを改善できるようにいろいろ取り組んできたの

で、それが結果としてこの鈴鹿で現れるように頑張りたいと思います。応

援よろしくお願いします。』 

 

※コメントは、順位が繰り上がる前のものです。 
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6 月 4 日（日） 

決勝：GT500 クラス 1 位 

台風一過の晴天の中、開催される Round.3  

SUZUKA。昨日の台風の影響により、 

時々強風が吹くような状況だったが、今日は 

穏やかな風が吹くぐらいの落ち着いた天候となる。 

やや多めの雲が出ている中、気温／路面温度は 

28 度／46 度とグッドコンディションとなった。 

レース前のウォームアップでは１０周周回にて、 

決勝に向けたチェックを行いながら、１０番手 

タイムを記録した。 

450km のレースのため、２回のピットイン・給油 

義務が科せられるピット戦略も含め、２番手スタート 

からの長丁場のレースの頂点を目指すべく、爆走を 

誓う。 

スターティングドライバーは国本選手。 

午後１時半に三重県警の白バイ・パトカーによる 

パレードラン（１周）の後、フォーメーションラップを 

一周して、７７周のレースの火ぶたが切られた。 

19 号車は、順位を代えること無く、前の 36 号車に 

食らい付いていく。トップの 36 号車は序盤から 

後続を引き離しにかかり、19 号車は遅れない 

ように付いていく。5 周目のコントロールタワーでの 

トップの 36 号車との差は約 1 秒 7、3 位の 

100 号車との差は約 1 秒と単独 2 位走行となる。 

8 周目に 300 クラス車両がヘアピンにてコース上に 

止まった為、FCY が出され、9 周目には SC が入る 

こととなる。11 周目にクラス別に隊列を組み直し、 

各車との差がリセットされる。この段階の 19 号車の 

順位は 2 位。 

12 周目のスプーンで SＣのランプが消え、 

バックストレートの終わりでトップが一気にペースを 

上げ、13 周目の再スタートが切られた。 

14 周目時点のトップの 36 号車との差が 

約 1.3 秒、3 位の 1 号車との差は約 0.9 秒。 

レースは 19 周目で 23 号車が 1 回目のピットに入り、20 周目に 3 台が入るなど、早めのピット戦略

にはいるチームがいる中、24 周目の 19 号車は 2 番手。トップの 36 号車との差は約 2 秒 4 となる。 
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レースの１／３を過ぎた 27 周目にピットに入り、ドライバーを阪口選手にチェンジ、フルサービスのピッ

ト作業を経てコース復帰、暫定 8 番手となる。他チームも一回目のピット作業に入る中、30 周目に 

トップの 36 号車がピットに入る。そしてピットを出てきたときに、先にピットを終えた 19 号車が 

メインストレートを先に駆け上がり、事実上、19 号車がトップに躍り出る（モニターでは 5 位）。 

全車 1 回目のピットインが終わった 35 周目で、 

19 号車はトップ。36 周目で後ろの 1 号車との差が 

2.6 秒となる。だが、後ろの 1 号車が追い上げてきて、 

40 周目には差が 1.1 秒となる。43 周目には 

0.5 秒差まで追い上げられたが、1 号車がピットに 

入り、この場でのトップ争いは一旦終了となった。 

だが、2 番手に変わった 23 号車が徐々に 

19 号車に迫ってきて、46 周目には、タイム差が 

1 秒を切るところまでとなるが、47 周目に 19 号車、 

そして 23 号車が同時ピットインとなる。 

ここでチームの戦略に差が出たのか、23 号車の 

ピット作業が 46 秒掛かったのに対して、19 号車の 

その作業は 28 秒と大きな差を付けてコース復帰 

出来、23 号車との差を付けることが出来、 

暫定 9 位でコース復帰する事となった。 

レースは２／３を経過し、52 周目で 19 号車は 

暫定 3 位。前の 3 号車はまだ 2 回目のピットを 

終えておらず、２回ピット組では 19 号車はトップを 

快走している。58 周で後ろの 36 号車との差は 

３秒ほどとなる。 

59 周目にシケイン前で 23 号車と 87 号車が接触、 

大クラッシュとなり、コース上にパーツが散乱し、 

即座にＳＣが出て、のち 60 周目で赤旗が出て 

レースが中断となった。19 号車は暫定 2 位のまま。 

赤旗中断となり、レースコントロールが協議の結果、 

レース終了が宣言され、60 周目までの順位がそのままレース結果となり、19 号車は 2 位にてレース

を終えることとなりました。 

その後、暫定結果が変わり、19 号車は 1 位になり、 

6 月 12 日に正式結果が通達され、正式に国内初優勝、チーム通算 2 勝目、 

7 年ぶりの優勝となりました。沢山の応援ありがとうございました。 
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決勝コメント 

【坂東監督】 

『まずは横浜ゴムさん最高なタイヤをありがとうございました。ここまでの

道のりは長かったですが共にチャレンジして結果を残せて本当に良かっ

たです。また三島工場の皆様にも感謝致します。そしてチームスタッ

フ、本当に最高な仕事でした。メカニックのピット作業も速かったです。

そして 2 回目のピットは急遽 1 周早めて入ったのに落ち着いて仕事を

してくれて PIT で抜いたのはスタッフのお陰です。ドライバーの 2 人には

『お待たせしました、お待たせしすぎたかも知れません、やっとタイヤ、マ

シン準備できました。』と胸を張って言えますね。本当に 2 人のドライバ

ーは集中力を切らさずに最後までノーミスで走ってくれました。 

ウェッズ様に恩返しが出来、横浜ゴムの進化を見せる事が出来、スタッフもエンジニアを始め最高な仕

事で本当に完璧でした。2 年前にエンジニアを変更して、スタッフも何人か移籍していく中、本当に今

のスタッフには感謝しかありません。GT500 に参戦して 100 戦目、国本が移籍して 60 戦目、阪口

にとっては GT500 初優勝！これからの横浜ゴムそして 19 号車に期待してください。沢山の応援あり

がとうございました。沢山のスポンサー様に支えられて幸せです。』 

 

 

【国本選手】 

『久々の優勝ですごく嬉しいです。 

2 位からスタートし終始安定したペースとアウトラップの速さがあり、逆

転する事ができました。 

昨シーズンは課題だった部分が強みになり、このように結果で表す事

が出来たので良かったです。 

チーム、ヨコハマタイヤ、TCD の協力に感謝しています。 

これからも力強いレースができるように準備していきます。 

ありがとうございました。』 
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【阪口選手】 

『優勝することできました！ 

前回大会まで課題であったレースペースを大きく改善することができ、

レースをリードすることができました。戦略もハマり、アウトラップもタイヤ

の進化で速く走ることができ、ポジションを上げられました。坂東監督を

はじめ 1 スティント目で素晴らしい走りをしてくれた国本さん、速くて強

い車を用意してくれたチームの皆さん、そして速いペース維持できるタイ

ヤを用意してくれた横浜ゴムさんには感謝しかありません。これからはシ

リーズ争いの一台としてレースできるよう頑張ります。 

ありがとうございました！！』 

 

SUPERGT 

https://supergt.net/pages 

BANDOH 

http://www.bandohracing.com/ 

 

https://l.facebook.com/l.php?u=https%3A%2F%2Fsupergt.net%2Fpages%3Ffbclid%3DIwAR3oa6Uwh7GUrqPClzJ5hpOcSNBO-FCmnvRwZr16zZzAgcD2WLl-Tuq-tjQ&h=AT2lVwa_RAbOi3GCBn_AKqMPqJWHkcP0L7G7XG5Q7pNT1Tq2YX9CGlSM89Q-PMnyS0kVwP6LXYsDZ-0D9F5TLBnstECJir3X9_Qr1larKxU-1SHZi0N-XCsY64Ra_SZk6s-a&__tn__=-UK-R&c%5b0%5d=AT2T8MvSJoPpI6a7Gj59K-M6wJbHQRQ0gdw9t1Zb2WuwIxNoYgUYYDim_78MgOYxae92Sj_eoskRg-J7UxbN12kzPNxwxnhJ12sxkT9-og_TRJ-CCXVJd8OuEb018Cd9VBDpyim1zzzLGNLupK_qCN6oLOVQYZYUo0KvCM401JkhMHw
https://l.facebook.com/l.php?u=http%3A%2F%2Fwww.bandohracing.com%2F%3Ffbclid%3DIwAR32Jz_ULOo3UfQz51tLBr-HECF8aI2nn3GEb77ui_ZFokrr5as_OgkpTXI&h=AT3IPWFOGawq61HNiKpu7BdHgaUhWcQC9CmESJTDBqmeX5AXPBQ14ri684gAA9ygtQmU9dSbS_Iqf5jHFvON9mSzFxHM3m25TnWI_cZblBrI_us4KTY6SbV69wxX-3GZ79o2&__tn__=-UK-R&c%5b0%5d=AT2T8MvSJoPpI6a7Gj59K-M6wJbHQRQ0gdw9t1Zb2WuwIxNoYgUYYDim_78MgOYxae92Sj_eoskRg-J7UxbN12kzPNxwxnhJ12sxkT9-og_TRJ-CCXVJd8OuEb018Cd9VBDpyim1zzzLGNLupK_qCN6oLOVQYZYUo0KvCM401JkhMHw

